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（億円） FY11 FY12 FY13 FY14 FY15

資産 2,963 3,213 3,412 3,577 3,824

減価償却費 188 192 184 166 181

資本的支出 167 145 176 179 235

研究開発費 119 135 146 159 167

従業員数（人） 6,443 6,545 6,858 7,051 7,453

連結子会社数
（カッコ内は海外） 59(46) 57(44) 59(46) 60(47) 62(48)

206206 232232
361361

460460
540540

2,9692,969
3,3203,320 3,5383,538 3,7233,723 3,7103,710
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営業利益（右軸）
営業利益率

12.3%12.3%
14.6%14.6%

534534

3,7863,786

FY15

14.1%14.1%

1自動車バンパー向け部材　2自動車内装材向け発泡材�3自動車向け合わせガラス用中間膜　4血液
凝固分析装置　5コレステロール検査薬　6スマートフォンやタブレットに使用される液晶部材固定用両
面テープ　7導電性微粒子　8熱膨張耐火材　9塩素化塩化ビニル（CPVC）樹脂コンパウンド�
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Performance
カンパニーからの報告

高機能プラスチックスカンパニー

※��2012年度は海外連結子会社の決算期変更に伴う影響額として、2012年1月から3月の売
上高327億円、営業利益13億円を含んでいます。
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加藤　敬太
高機能プラスチックスカンパニー
プレジデント

今後も高い成長が見込めるマーケット分野に、自社ならではの
「際立ち」技術を活用した付加価値の高い製品を投入し、世界
No.1を目指します。さらに、マーケットの特性・状況に応じて、必
要なグローバルオペレーションを展開します。

戦 略

概 要

高機能プラスチックスカンパニーは、独自技術である微粒子技術、粘接着技術、精密成型技術などを
強みとして、先端分野の材料を中心に幅広く事業を展開しています。
導電性微粒子、液晶用シール材、自動車向け合わせガラス用中間膜、自動車内装用架橋発泡ポリオ

レフィン、コレステロール検査薬など世界シェアNo.1の商品を複数保有しており、高付加価値品を中心
とした事業展開を行っています。当カンパニーは、積水化学グループの中で営業利益の拡大をけん引し
ており、グローバルマーケットを対象に製品を投入し続けることで世界経済の伸びを上回る成長の実現
を目指しています。
中期経営計画では、エレクトロニクス、車輌・輸送、住インフラ材、ライフサイエンスの戦略4分野を中心

に既存コア商品の強化と新製品の開発、M&A等事業補強による事業拡大に取り組んでいます。

トピックス from PRESS Release

 2015年  4月	 自動車向け合わせガラス用中間膜の生産ラインをメキシコ工場に増設決定
 2015年  6月	 タイの塩素化塩化ビニル（ＣＰＶＣ）樹脂・コンパウンド工場が本格稼働
 2015年11月	 臨床検査薬の製造・販売会社「エーディア株式会社」の株式譲渡契約を締結
 2015年12月	 自動車フロントガラスに表示する情報量の増加に対

応した中間膜の開発について発表
 2016年  3月	 汎用のテープ・発泡材料・フィルム類を中心とした販

売子会社３社の統合を決定
 2016年  3月	 ポリオレフィンフィルム事業の経営統合を決定
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Performance
カンパニーごとの業績

3期連続で最高益を更新
高機能プラスチックスカンパニーの2015年度の業績

は、主力である4戦略事業分野の売上高が順調に伸長し、
中でも車輌・輸送分野は数量拡大と高付加価値品へのシ
フトによるプロダクトミックスの改善が奏功した結果、大
幅な増収増益となり、3期連続の営業最高益を更新するこ
とができました。さらに、売上高営業利益率についても、前
期比1.8ポイントアップの14.1%となり、これまで経験した
ことのない水準にまで上昇しています。
戦略4分野について、市場環境も踏まえて説明させてい

ただくと、車輌・輸送分野では欧州、米国市場が堅調で自
動車向け合わせガラス用中間膜の業績が順調に推移しま
した。特に、現在は高級車種に搭載されているヘッド・アッ
プ・ディスプレイ向けなどの高機能品・高付加価値品を中
心に販売が伸長しました。
ライフサイエンス分野は、需要の底堅いコレステロール
検査薬、インフルエンザ検査キットなどの検査薬や検査機
器のビジネスが国内、海外ともに順調に拡販しました。
一方、エレクトロニクス分野は中国の景気減速によるモ

バイル機器の生産調整の影響を受け、住インフラ材分野
はタイにCPVC工場を立ち上げるも政情不安のあおりを
受けた中東の建設需要の低迷などから、苦戦を余儀なく
されました。
2015年度は、戦略4分野での伸長に凹凸はあったもの

の、カンパニー全体としては従来見通しを上回る利益を達
成しました。また事業構造改革による低採算製品の整理も
営業利益率の改善に貢献しました。2015年度の営業利

2015年度の業績
益増を要因別に見ると、数量増やプロダクトミックスの改
善に加え、原料安メリットをきちんと享受できたことによる
原料費削減やコストダウンなどの改善による限界利益増
を中心に、74億円のプラスとなりました。

中長期的な成長戦略も着実に進展
2015年度は、増収増益を実現すると同時に、戦略4分

野の強化、海外事業の強化、新製品・新事業の創出という
中長期視点に基づく3つの成長戦略を着実に進めること
ができました。
戦略4分野の強化においては、中間膜のメキシコ工場へ

の増設を決め、検査薬事業の強化を目的としてエーディア
社を買収するなど、積極的な投資を進めました。さらに、海
外事業の強化としては、エレクトロニクス分野におけるモ

バイル依存の構造を改めるべく、半導体分野へのシフトを
積極化し、またグローバル購買体制の強化を進めました。
新製品・新事業に関しては、ヘッド・アップ・ディスプレイ向
け自発光中間膜など今後楽しみな製品の開発が進んでい
ます。
一方、業績は堅調に推移し、成長戦略も順調に推進する

ことができましたが、このような時こそ次に備える経営基
盤強化が重要と考え、当期においては国内販売会社の再
編、テープ事業の再編、フィルム事業の統合などの事業構
造改革を推進すると同時に、新たな事業の芽を早期に探
索するためにデクセリアルズ社やファンドへの出資を行っ
ています。

2015年度営業利益の要因分析（前期比）
（億円）

連結増減連結増減 為替為替

数量・構成数量・構成 売値売値

限界利益 +100限界利益 +100

原料・CR等原料・CR等

固定費固定費

2014年度
営業利益
2014年度
営業利益

2015年度
営業利益
2015年度
営業利益

460460

5345344949

105105

00

3131

-54-54

-57-57

高機能プラスチックスカンパニー
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市場環境厳しい中でも営業利益増を目標に
2016年度は、日本も含めた主力市場の景気が予断を

許さない状況にあるなど、厳しい事業環境となると認識し
ています。また、当期は一転して厳しい円高状況になるこ
とも覚悟しています。
そうした事業環境の中、戦略4分野については、グロー

バルで高機能・高付加価値品へシフトすることで一層の収
益力強化を目指します。高収益カンパニーになるためには
これをやり続けないと難しいと考えており、2016年度はこ
うした収益力強化をやり続ける覚悟と挑戦を方針として
掲げます。
2016年度は、売上高こそ為替換算影響により76億円

減の3,710億円にとどまりますが、営業利益は4期連続の
最高益更新となる6億円増の540億円を目標としており、
営業利益率についても14.6%を目指していきます。そし
て、この営業利益額ならびに営業利益率は当初中期経営
計画を大きく上回るものとなります。
2016年度の営業利益の要因分析で特筆すべきは、「為

替」によるマイナス50億円と「数量・構成」によるプラス98
億円です。為替のマイナス要因は2015年度のドル円の実
績レートが120円/ドルだったのに対し、2016年度の前提
レートを110円/ドルとしたためです。
「数量・構成」については、2015年度は車輌・輸送分野な
らびにライフサイエンス分野が順調に伸びた一方、モバイ
ルの生産調整によりエレクトロニクス分野が大幅に減収し
た中で、前期比プラス49億円となりました。2016年度は
車輌・輸送分野ならびにライフサイエンス分野のこれまで

どおりの伸長に加え、さらにモバイルで新機種への採用を
進めることによるエレクトロニクス分野での増収を狙い、
プラス98億円を目指します。

ライフサイエンスの伸びで増益確保
2016年度は中期経営計画の最終年度にあたる、いわ

ば仕上げの年です。「戦略4分野」「海外事業」「新製品・新
事業」の3成長エンジンの取り組みの強化を図り、現中期
経営計画の総仕上げと次期中期経営計画に向けた仕込
みを加速していきます。
エレクトロニクス分野では、得意とする液晶・モバイルに
注力しつつも、市場環境として需要の変動が激しいことか
ら、ここへの依存度を下げていきます。半導体や有機EL分
野への展開を加速し、事業の幅を広げます。車輌・輸送分

野では、これまでどおり、グローバルに連携強化を図りな
がら、製品分野や地域などのフロンティアを探索していき
ます。住インフラ材分野については、まだ商材が少ないこ
とから、CPVC等コア商品の周辺を中心に製品分野の拡
大を図ります。さらに、ライフサイエンス分野では、買収し
たエーディア社とのシナジーを追求することで、売上伸長
を目指していきます。
次に、海外事業の拡大については、半導体におけるグ

ローバルスペックイン活動を強化します。
また、新製品・新事業では、高質なテーマへの重点配分

を加速して、新製品上市を引き続き増加していきたいと考
えています。さらに、前期に出資したファンドなどを活用す
ることで、新事業探索も進めていきます。

2016年度の計画

2016年度計画営業利益の要因分析（前期比）
（億円）

連結増減連結増減

為替為替 数量・構成数量・構成

売値売値

限界利益 +115限界利益 +115

原料・CR等原料・CR等 固定費固定費

2015年度
営業利益
2015年度
営業利益

2016年度
営業利益
2016年度
営業利益

534534 540540

9898
6060

-3-3 -50-50

-43-43
-56-56
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カンパニー関連指標

FY13FY12※ FY14 FY16
（計画）

69%69% 71%71% 73%73% 74%74%

2,7182,718

585585

935935

557557

641641

2,5162,516
2,0572,057
446446

672672

383383
555555

524524

864864

533533

595595

2,8612,861

556556

965965

573573

767767

戦略4分野売上比率戦略4分野売上比率

戦略4分野売上高
（億円）
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エレクトロニクス 車輌・輸送
ライフサイエンス住インフラ材

※ 海外子会社の2012年1-3月を除く

営業利益比率85％営業利益比率85％

FY15

2,8042,804
536536

975975

576576

718718

77%77%

1,2811,281
1,1341,134

1,5101,510

862862

FY13FY12※ FY14 FY15 FY16
（計画）

29%29% 32%32% 34%34%
41%41%成長領域売上比率成長領域売上比率

成長領域売上高
（億円）
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※ 成長領域：モバイル材料、環境快適材料、機能インフラ材料、検査薬システム
※ 海外子会社の2012年1-3月を除く

（千台）

20122011 2013 2015
0
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79,88179,881 84,23684,236 87,59687,596 90,78190,781

2014

89,77689,776

※ 国際自動車工業連合会（OICA）調べ
※ 暦年ベース

世界自動車生産台数

1,4421,442

38%38%

2,3222,322

1,0761,076

561561

685685

2,1252,125
1,6841,684

687687

478478

520520

921921

585585

619619

2,3752,375

1,1171,117

557557

701701

FY13FY12※ FY14 FY16
（計画）

海外売上比率海外売上比率

海外売上高
（億円）
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3,000

4,000

米州アジア 欧州

※ 海外子会社の2012年1-3月を除く

56%56% 60%60% 62%62% 64%64%

営業利益比率70％営業利益比率70％

502502
434434 387387369369

FY13FY12※ FY14 FY16
（計画）

55%55% 56%56% 56%56%
粗利率粗利率

新製品売上高
（億円）
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※ 上市後5年間を新製品と定義
※ 海外子会社の2012年1-3月を除く

スマートフォン全世界生産推移
（百万台）

20122011 2013 2015
（予測）
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491.9491.9

763.9763.9

985.6985.6

1,292.31,292.3

2014

1,238.81,238.8

※ 中日社「2016年版 電子機器年鑑」
※ 暦年ベース

マーケットデータ

マーケットデータ

2,3472,347

1,0521,052

591591

703703

FY15

62%62%

406406

FY15

56%56% 57%57%
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